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複雑性尿路感染症に対す るCeftazidime(SN401)の 使用経験

水谷修太郎 ・梶 川 次 郎 ・西 本 直 光 ・三 好 進

岩 尾 典 夫 ・東 本 順 三 ・塩 田 憲 三

大阪労災病院泌尿器科

(院長:塩 田憲三)

14例 の複雑性尿路感染症に対して,1日 に1回,29のCeftazidime(CAZ,SN401)を 約60

分かけて点滴静注し,5日 間投与した。単独感染症12例 および混合感染症2例 のうち,11例 に著

効。3例 に有効を認め100%の 総合有効率を示した。膿尿に対しては,14例 中12例 に消失を認め,

残 りの2例 は不変であった。細菌尿に対しては,14例 中13例 が消失.菌 交代が1例 でありた

各症例より分離した菌株に対する本剤のMIC(108cell8/ml)は,E.coliで は全菌株が078μg/

ml以 下を示した。またP.aeruginosaやseraafiaを 含む他の菌種でも6.25μg/ml以 下を示し,

CTX,CZX CMXあ るいはLMOXに 比 して,遜 色のない抗菌力であった。

投与後1例 に好酸球増多(12%)を,ま た他の3例 に トランスア ミナーゼの軽度上昇を認めた

が,他 に特筆すべき所見は得られず,下 痢などの消化管症状を訴えた症例は1例 も無かった。

Ceftazidime(CAZ,SN401)は 英国Glaxo社 で開発

された新しいセファロスボリン系抗生物質で,グ ラム陽

性菌,グ ラム陰性菌に対 し広範囲な抗菌スベク トルを有

し,Serra'ia,緑 膿菌を含むブ ドウ糖非発酵グラム陰性

桿菌に対 しても強い抗菌力を示す1,2)。

本剤をヒトに静脈内投与 した場合の血中半減期は90

～100分 であ り,体 内では代謝を受けることなく未変化

体のまま大部分が尿中に排泄される8)。

今回我々は本剤を複雑性尿路感染症に使用する機会を

得たのでその成績を報告する。

I. 対 象 と 方 法

1981年8月 から10月 までに,大 阪労災病院泌尿器科

で,本 剤を使用した症例は,14例 であった。 その内訳

は男子9名,女 子5名 であ り,年 齢分布は23歳 から85

歳 まで,平 均年齢は52.1歳 であった(Table 1)。

投与方法は,本 剤投与直前に皮内反応が陰性であるこ

とを確かめ,1日 に1回,2,09を500mlの5%ブ ドウ

糖注射液に溶解し,約60分 か けて点滴静注した。投与

期間は,全 例5日 間であ り,投 与開始から6日 目に効果

を判定した。尿中細菌の菌数測定,分 離菌の同定ならび

にデ ィスク法による感受性試験は当院の細菌検査室で施

行し,MICの 測定は新日本実業株式会社に依頼した。

II 成 績

Ceftazidimeを 投与した14例 中,投 与前に37℃ 以

上の発熱を呈していた5例 は,全 例解熱した。他方下部

尿路感染症の9例 も全例に自覚症状の消失または改善を

認めた。本剤の効果を,UTI薬 効評価基準第2版4)に

準 じて判 定 した と ころ,著 効11例,有 効3例 の成績を

得,総 合 有 効 率 は100%で あ うた(TabLe 2)。14例 の

膿 尿に 対 す る 効 果 は,消 失 が12例,不 変が2例 であ り,

他 方細 菌 尿 に 対 す る 効果 は,消 失 が13例,菌 交代が1

例 で あ った(Table 3)。 菌 種 別 にみ る と,E.coli 10菌 株

を は じめ,他 の8菌 種(い ず れ も1菌 株 ずつ)も 消失し

た(Table 4)。 菌 交 代 に よ り出現 した菌種 はS.faecalis

の1株 だ けで あ った 。MIC値 はE.coliの1株 を除く,

17菌 株 で検 討 され た 。106ce1Is/mlの 場 合, E.coliは9

株 と も078μg/ml以 下 で あ り, P.aeruginosaを 含む

他 の菌 種 で も6.25μg/ml以 下 の成 績 を示 した(Table

5)。

同時に実施された他の薬剤に対するMICと の比較か

らも本剤はCTX, CZX, CMXあ るいはLMOXに 対

して遜色のない結果を示した。当院の細菌検査室で施行

された これらの菌株のディスク法による感受性テストの

結果をTable6に 示 したが,ペ ニシリン系やセフエム系

薬剤に感受性を示さない細菌が多く認められることか

ら,Ceftazidimneは こうした既存の抗生剤よりも優れて

いることが勘案される。

副作用 として,投 与中ならびに投与直後の自覚症状は

皆無であった。検査値上,第3例 において,投 与前0%

であった好酸球が,投 与後12%に 上昇していた。また

トランスアミナーゼ値は,第5,6お よび11例 の3症

例で投与後に軽度上昇を認め,第14例 はアルカリホス

ファターゼ値とともに上昇した。ただし,第14例 は,

胆石症を合併していて,同 値の一過性の上昇を繰り返す
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Table 2 Overall clinical effieacy of CAZ classified by infection type

Table 3 Overall clinical efficacy of CAZ in 14 cases with complicated UTI
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Table 4 Bacteriological response to CAZ in complicated UTI

Table 5 Susceptibility of organisms (1) MIC

* B : Before, A : After
**

Undetermined
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症例であるため,本 剤に特有な肝障害であるとは考え難

い。他方,第13例 は,カ テーテル管理の困難な症例で

あり,腎 盂腎炎の急性増悪ごとに血清 クレアチニソ値が

一過性の上昇を繰 り返すため
,本 剤による腎機能障害と

は考えられない。以上の6例 は,そ の後の再検索によっ

ていずれ も正常城内に下降した。

III. 考 察

CAZは 各種細菌の産生する β-lactamaseに 安定で,

Serratia,Paeruginosa な どを含めた グラム陰性桿菌

に強い抗菌力を示 し,生 体内では大部分が未変化体のま

ま尿中に排泄されることから,尿 路感染症に対する優れ

た治療効果が期待 される。

今回我々が検討 した複雑性尿路感染症14例 では,著

効11例,有 効3例 で総合有効率は100%を 示 した。

全国集計結果8)で は総合有効率が77.6%で あ り,我 々

の成績は全国集計より高い値を示したが,こ の理由とし

ては混合感染症の割合が低い(14例 中2例)こ と, E.

coliの 単独感染症が多い(14例 中10例)こ となどが

原因に挙げられよう。

短期間の治験であったために,対 象にこれ らの偏重が

あった ものと考えられる。

臨床検査の成績か ら好酸球増多1例 と, GoT, GPT

が本剤投与後3例 に軽度上昇したのが副作用と判定され

た。

第13例 の血清 クレアチニン値の上昇や第14例 のア

ルカリホスファターゼ値の上昇は 本剤の副作用ではな

く,合 併症に起因する一過性のものと考えられるが,本

剤の使用に際しては,既 往歴や合併症に留意する必要が

ある。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFTAZIDIME (SN401) IN 

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS 

SHUTARO MIZUTANI, JIRO KAJIKAWA, NAOMITSU NISHIMOTO, SUSUMU MIYOSHI 

NORIO IWAO, JUNZO HIGASHIMOTO and KENZO SHIOTA 

Department of Urology, Osaka Rosai Hospital, Sakai, Osaka 

Fourteen patients with complicated urinary tract infections were given ceftazidime at a daily dose 
of 2.0 g by intravenous drip infusion for 5 days, and the following results were obtained. 

Clinical results were excellent in 11 cases and good in 3. The overall efficacy rate was 100%. No 
poor result was obtained. As to the bacteriological response, organisms were eliminated in 13 cases 
and replaced only in one. 

During the treatment no side effects were observed, except for eosinophilia in one case and a slight 
increase in transaminase in another 3.


